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1.は じめに
光伝導ア ンテナ[1]-[3]は、比較的高効率 かつ広帯域 にテ ラ
ヘルツ波 を発生 させ ることができ、テ ラヘル ツ時間領域分光
法な どで広 く用い られてい る。テ ラヘル ツ波制御のアンテナ
拡張構造検討や特定波長の感度 向上のため、積層薄フィルム
構造に よる八木 ・宇 田型光伝導 アンテナを提案 し、設計 を行
ったので、報告する。放射素子 の作製は、薄 フィル ムへ金属
線路 を容易 に作製で きるパ ター ンめっき ・転 写法[4]を用い
る。
2.積 層薄フィルム構造による八木 ・宇 田型光伝 導アンテナ
図1の 積層薄フィル ム構造の八木 ・宇 田型光伝導アンテナ
は、放射素子、導波器 、反射器 を電磁 波放射方 向(z軸)に積
層す る。 フェム ト秒 レーザの放射素子への照射のため、素子
をz軸 か ら傾 け、電磁波放射方 向をビームチル トさせ てい る。
放射素子 はパ ターンめっき ・転写法に よ りポ リイ ミ ドフィル
ム上へ作製す る。放射素子 とガ リウム ヒ素基板の接着 には異
方導電フィルムを用 い、 レーザ照射時のみ通電す るようにす
る。反射器 と導波器 は、銅 を成膜 したゼオ ノアフィル ムをエ ッ
チ ングし、作製 する。作製後、各素子を積層す る。
3.ア ンテナ設計
設計[5]には有限積分法 シ ミュレー タCSTを用いた。 自由空間
に放射素子のダイポール アンテナ 、導波 器、反射器 を配置す る
解析後、放射 スペ ク トル の周波数 を等価屈折率 で規格化す る。
レーザ径 を考慮 し反射器 をず らし、z軸 か ら+15.4度の方 向にア
レー化す る。
図2に 解析結果 を示す。0.25THzで放射スペ ク トル が最大 と
なる。積層薄 フィルム構造 の八木 ・宇 田型 は、単体構造 と比べ
最大放射 スペ ク トル が大 き くな る。+15.4度方向に強 く放射 さ
れ る.
4.まとめ
積層薄 フィルム構造の八木 ・宇 田型光伝導 アンテナを提案 し、設計 を行った。本内容 は2013年3月の応用
物理学会 で発表[5]した。今後、パ ターンめっき ・転写法の試作 を進め、実験 によ り評価す る。
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